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幼児期後半から初等教育段階における触空間教材を用いた 
触察能力の発達的領域構造と指導
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In Touch  

触
っ
て
学
ぶ

目の見えない子どもが世界を発見するために
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 リリアン・オステルラーク
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　本書は、オランダの視覚障害児者の支援機関 Royal 
Dutch Visio の専門家が執筆した『In Touch, Helping 
your blind child discover the world』を翻訳したも
のです。盲児における触覚の重要性とその発達について
平易に解説しています。主に3つのパートで構成され、
パートAでは触覚の機能と触覚の発達に影響を与える要
因の背景を説明しています。パートBでは、盲児の触覚
の発達を刺激するための実践的なヒントやアイデアを豊
富に紹介するとともに、さまざまな活動に取り組む盲児
の様子を写真で掲載しています。パートCは、盲児の親
がどのように困難を克服したかを記しています。

　執筆陣は Royal Dutch Visio における視覚障害の専
門家で、特別支援教育の教師で健康心理学の研究者で
もあるアンス・ウィザーゲン、特別支援教育の巡回指導
教員で行動科学の研究者でもあるリーケ・ハインズ、早
期支援の指導者で言語療法士でもあるアンネケ・ブロク、
早期支援の指導者のアンネケ・ベッテン、学校のコーディ
ネーターのアネリーズ・ ブルマイヤー、視覚障害児の家
庭での生活・学習支援を専門とする作業療法士のモニー
ク・ムル、全ての年齢層の視覚障害児・者の指導に携わ
る巡回指導教員のリリアン・オステルラークです。
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はじめに

●　なぜ点字は読めても、触図・グラフになると急に難しくなるのか 

　　▶ その背景に「触察能力」という読み書き以前に育てる必要のある発

達領域がある 

●「触察能力」とは何か 

触察能力とは、手指運動を通して位置・方向・距離・形・全体と部分との

関係を把握し、それらを統合して空間を理解する能力 

●　空間把握における視覚と触覚との違い  

視　覚：	　一目瞭然・全体の同時把握が可能 

触　覚：	　継時的に断片情報を取り込み、それを記憶し統合する必要性

１　触察能力の基盤形成：具体物操作による触探索・触空間形成

(1)触探索 

触察欲・安心感 

能動的触知・外界への探索 

(2)触空間の形成 

手指操作（押す・引く・両手の使用）と身体座標軸の形成 

机上面における点・線・面の触空間の形成 

始点ー終点・基準点・両手の協応の形成 

大きさ/形/長さ/高さの比較・系列・構成・数の比較
「Th!nk w!th Hands!」の指導系統図（PDF）　佐島研究室HP 
https://office-sashima.org/wp-content/uploads/2024/07/Thnk-wth-Hands指導系統図.pdf

視覚障害教育ブックレット連載中『盲乳幼児・盲重複障害児の思考⼒をはぐくむ教具』 

 「思考する⼒は⼿で⾒て育つ 」　No.53，10-17，2023　（佐島毅） 
 「発達・発達段階と触探索の拡⼤」　No.54，10-17， 2024　（佐島毅） 
 「意図的⾏為に基づく触空間の形成・拡⼤―」　No.55，10-17，2024　（佐島毅） 
 「触空間の形成における平⾯・⽴体の視点と1次元⽅向のイメージ化」　No.56，8-15，

2024　（佐島毅） 
「幼少期の思考の発達と教授法」　No.57，8-15，2025　（佐島毅） 
「弁別学習」　No.59，8-13，2025　（佐島毅） 
「平⾯構成学習」　No.60，8-13，2026　（福⽥奏⼦） 
「⽴体構成学習」　No.61，刊⾏予定　（福⽥奏⼦）…つづく

１　触察能力の基盤形成：具体物操作による触探索・触空間形成
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「手指探索行動拡大を促す平面玉落とし教材」  

製作方法・教具セット説明書・指導解説書(2020.4.1) 

 

 

Ⅰ 教具のセット 

（１）枠（内寸 286×436×30 ㎜，外寸 314×464×30 ㎜） 
（２）板（縦 30mm，横 45mm，厚さ４mm） 
・30 ㎜課題（穴の間隔が 30 ㎜の同心円状のもの） 
・50 ㎜課題（穴の間隔が 50 ㎜の同心円状のもの） 
  
 

 
※使用する玉は直径 15㎜のスチールボール 100 個 

（別売り，  舟辺精工 http://www.pluto.dti.ne.jp/~funabe/ で購入可） 
※本教材を使用するには、板の裏面にゴム紐を張り、穴に玉を載せても落下しないよう手を加える必

要があります。詳細については「Ⅱ 教材を使用する前に」をお読みください。 
 
Ⅱ 教材を使用する前に 

 教材を使用する前に、板の裏面にゴム紐を張ります。

 
・板 
・接着剤（木材・布にも使用可能なもの） 
・両面テープ 
・手芸用ゴム紐（５㎜幅のもの） 
 

    板の完成形（裏面） 

♦作り方♦ 
① 下図のように板の裏面に両面テープを細く

切ったものを貼り、接着剤を少量塗ります。 
 
 

② 両面テープと接着剤の上にかぶせるように

して、ゴム紐を張ります。 
 

 
 

※ここではより微細な力でも玉が落下するよう、ゴム紐は５㎜幅のものを使っていますが、ゴムの幅を

変えることで玉を落とすのに必要な力（＝難易度）を調節することができます。 

穴 

両面テープを細く切ったもの 

接着剤 

板（裏面） 

板（裏面） 

ゴム紐 

用意していただくもの 

木枠パズル

Th!nk w!th Hands!

平面玉落とし教具	
教具入手先

２　 二次元触空間の発達段階・学習課題

①たどる　……凸線辿り課題 

②さがす　……凸線迷路課題 

③全体把握　……凸線迷路課題・主線辿りマス目課題 

④閉じた図形・領域 

⑤分岐・交差  

⑥図と地 

⑦全体イメージ　……触図読みとり課題

３　空間的視点取得課題

(1)経路・空間的配置課題：経路・配置の言語化する 

(2)視点取得課題：空間的配置を自己中心的視点から

客観的視点へ移行する

４　触察力の発達を促す教育実践の本質

(1)触察教材は難しい教材ではなく、発達段階に応じて系統

的に積み上げる教材 

(2)触図学習は触察技能ではなく空間認知を育てる学習 

(3)点字指導と同様に触察能力も系統的カリキュラムが必要 

(4)触察能力は、盲児の認知発達を支える基盤能力であり、

幼児期から系統的な育成が必要 

(5)触察能力は、点字や触図学習の前提となる「読み書き以

前の基礎能力」


